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は1し　が　き
　　Y

　我々は現在、おびただしい数の化学物質を創出しこれらを広範に利用している。生

態あるいは環境に対して著しい作用を示す化学物質に対しては、規制または管理のシ

ステムを構築し、その影響を最小限にとどめている。しかしながら、使用当初におい

ては毒性が低く安全であると考えられてきた化合物の中から内分泌かく乱物質などが

新たに見つかり、大きな問題となっている。化学物質の生体への影響は、その作用機

構ばかりでなく体内動態にも大きく依存している。すなわち、化学物質がどのくらい

吸収され、どの臓器に分布し、また、どこからどの程度排泄されるかはその化合物の

毒性を考える上で非常に大きな要素といえる。しかし、化学物質の生体内での輸送機

構を評価する研究はほとんどなされていない。

　本研究代表者らはこれまでにべルフルオロ脂肪酸の生理作用について研究を重ね、

その過程で、炭素面長の異なるPFCAは生体への作用が異なることを明らかとしてき

た。本研究ではペルフルオロ脂肪酸をモデル化合物として、in　vivOにおける動態を検

討するとともに、その生体内での輸送に関与する因子を明らかにすることを第一の目

的とした。さらに細胞に輸送分子を発現させたモデル系を構築し、in　viVOの結果を予

測できるような評価系を確立することを最終目的とした。本研究の成果から、ペルフ

ルオロ脂肪酸の輸送に関与するトランスポーターについて新たな知見を得るととも

に、化学物質の輸送評価のモデルを構築するための基礎となる結果を得たのでこれら

を報告させていただく。

　本研究に対する文部省からの科学研究補助金の交付に対して深く感謝する次第であ

る。
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平成12年度～平成14年度科学研究費補助金

（基盤研究C（2））

研究課題

培養細胞を用いた化学物質の吸収、排泄機構解析系の確立と毒性評価への応用

（研究課題番号　12680552）

研究組織

　研究代表者：　工藤　なをみ　　　（城西大学薬学部・講師）

　研究分担者：　白洲　裕子　　　　（城西大学薬学部・研究助手）

研究経費

直接経費 間接経費 合計

平成12年度 1，400千円 0 1，400千円

平成13年度 1，100千円 0 1，100千円

平成14年度 1，100千円 0 1，100千円

総計 3，600千円 0 3，600千円
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